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２．グラミン銀行・NGO 機関の役割：グラミン銀行や NGO 機関はマイクロクレジットに
よって資金を提供して職業の機会を創出し、識字教育、家族計画や保健・衛星などに
よる生活改善を図る。そして販売経路の確保や農業・農村開発のために郡協力すると
いう横のリンクを創出する。非農作物も郡農協連合会を通じて販売経路を確保する。 
３．マタボール（長老）の役割：マタボール達は行政・農協連合会やグラミン銀行・NGO
機関に協力するという横のリンクを創出する。 
 本論文で提示されている農村開発理想モデルとは、現在存在する行政構造や農村開発構
造という縦の繋がりをある程度活用しながら、グラミン銀行や NGO 機関との横の繋がりを
強化して農業協同組合を復活させ、農業協同組合の従来のあり方を変え現実的な開発の仕
組みを作るという提案である。これは、行政が色々な障害により機能的に動けない場合、
グラミン銀行・NGO 機関の指導によって農業協同組合を運営し、農作物や非農産物の販路
を確保しながら農村開発を進行させるという、暫定モデルである。 
マイクロクレジットは、ボイラ村の貧困緩和に大きな役割を果たしたが、地理的な条件
が違っているためにカシャハル村ではそれは効果的ではなかった。しかし、返済制度の多
用化と農業協同組合の活用を推し進め、そして生産されたものの販売経路を確保すること
によって、そうした地域においても貧困緩和、そして農村開発の展望が開かれるというこ
とが現地調査および本論文の分析で明らかになった。 
 学位論文審査結果の要旨 
 
この論文は、バングラディシュ・ボグラ県の 2 つの村のフィールド調査、および文献研
究を通じて、バングラディシュの貧困の構造と、その対策におけるマイクロクレジットの
役割を明らかにし、さらに貧困対策のモデルを提示するものである。 
審査では、次の点が論文の優れている部分として評価された： 
(1)経済環境や地理的条件が大きく異なり、マイクロクレジットの運用実績にも格差があ
る 2 つの村を対象に、長期間の聞き取り調査を行い、それぞれの村でどのようにマイ
クロクレジットが機能しているかを実証的に明らかにした。 
(2)2 つの村のマイクロクレジット融資の相違を明らかにし、その相違がなぜ生まれるの
かを構造的に明らかにした。 
(3)フィールドワークに基づき、村の経済構造や地理的位置によって、マイクロクレジッ
ト返済のサイクルを多様化させた貸し付けを行う必要があることを指摘した。 
(4)農村開発の手段として、貨幣経済を浸透させる方法ではなく、農業そのものに基礎を
置いたモデルを考案した。 
(5)行政組織を通じず、グラミン銀行安堵の支援のもと農業協同組合を通じた農業開発モ
デルを考案した。 
 しかしながら、審査会では問題点も指摘された。 
(1)2 つの村の分析だけでは、農村の多様性が十分普遍化できないので、本論文の主張を
さらに信頼性のあるものにするには、今後さらに別の村の調査が必要である。 
(2)実証分析は十分なレベルにあるが、この分析が開発経済学の理論にどう貢献するのか
を明らかにできると、さらにこの研究の価値が高まる。 
 こうした点が議論になったものの、それは今後の研究の課題であり、審査委員全員一
致で本論文は博士論文として十分な水準に達していると評価した。 
 
